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構造解析ユニット

機能性抗体作製技術（ST4）の支援と高度化

構造解析技術（ST5）の支援と高度化

高分解能結晶化技術（ST6）の支援と高度化

無細胞合成技術（ST7）の支援と高度化

成果概要

支援合計数 12件（うち支援中 4件）

支援合計数 29件（うち支援中 8件）

支援合計数 6件（うち支援中 ２件）

支援合計数 16件（うち支援中 12件）

6319:
NM-R3 + myxolとNM-R1 + 
zeaxanthinのクライオ電子顕微鏡構造

6507:蛍光プローブ
の結晶構造

4729:kinase複合
体のクライオ電子
顕微鏡構造

4328:CyR-IIの結晶構造

支援による構造解析の成果

高度化 : PCR based mutagenesis + CF expression

Linear mutated
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3段階のPCR反応後のDNA試料を用いてCF
合成を開始できるため、迅速・多検体の変異
体発現実験に適応できる
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標的に特異的な構造認識抗体を複数作製し、研究者へ提供した。

• ST1～ST7を融合した膜タンパク質研究のワンストップ支援基盤をさらに高度化

• 高難度膜タンパク質の生産・精製・構造解析技術を発展させ、より幅広い創薬標的へ展開

• 東大創薬機構と連携し、DELスクリーニングに適した標的膜タンパク質の調製支援基盤を構築

• 構造解析とAI・計算科学を融合し、構造情報に基づく創薬研究を加速

• アカデミア・研究機関・製薬企業との連携を強化し、創薬シーズの実用化を推進

• 全国の研究者への技術展開を通じ、日本発の膜タンパク質創薬基盤を発展
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